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（内容の要旨） 
佐藤友紀子君の学位請求論文は “The Function of Christian Elements in the Media: Analyzing the News Coverage 


































  No.2 
動かすコーパスとして重要な核となっている。この宗教言語コーパスの構築は、その抽出プロセスも含めて本論の重要
かつ独自性を発揮した部分であると言える。 




























たのではないかと考える。また、本研究で独自に開発したデータベースシステム “UniFoDB” (Unified Format and 
Database for Analyzing Christian Elements in Newspapers)は、今後、多言語による宗教言語コーパスのタグを構築
することにより、他の言語圏で発信された報道データを取り込むことが可能になることが予想される。その意味でメ
ディア分析研究への更なる貢献が期待される。 
佐藤 友紀子君は、博士課程教育リーディングプログラムGESL（グローバル環境システムリーダープログラム）の
一員として、学際的かつ国際的な環境を生かしながら本研究を遂行した。ドイツおよびアメリカでのフィールドワーク
を通して、ドイツ語および英語をスキルにして一連のデータ収集および分析・考察に至る研究活動をおこなう能力を身
につけており、すでに両言語を使用した学会発表ならびに論文執筆でその成果を残している。自然言語と人工言語を研
究手法として活用した本研究は、まさにSFCの教育環境でこそ育まれた成果であると実感する。 
以上の理由により、請求者は今後、複眼的な視点から問題提起をおこなうことのできる、独立した研究者として新規
研究を立案・遂行する能力があると言える。よって本学位請求論文は博士（政策・メディア）の学位授与の要求水準を
満たすものと認められる。 
 
 
